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【改訂】第 1 版（2011-03-18）
【科目】政治･経済
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・3 年次
【担当教員】

加藤 健

【授業目標・教育方針】
この講義の目標は、①身近な問題を取り上げることによって社会的問題に対する関心を高めること、②自分の意見や
立場を表現し新たな問題を見出していくための基礎的な知識と分析手法を習得すること、③選挙における投票や企業
等における経済活動、裁判員としての裁判への参加、憲法改正の国民投票のように、日本国民として必ず経験する
（あるいは経験する可能性が高い）重要な事柄において、いかに自らの力で判断するのかという物事の思考のプロセス
を学習することにある。

【授業概要】
前期では現代の政治を、また後期では現代の経済を学習する。政治分野では、民主政治の基本原理、日本国憲法と基
本的人権、日本の政治機構と政治課題、国際政治、日本の平和主義と国際平和について取り上げる。経済分野では、
経済社会の変容、現代経済の仕組み、現代の日本の経済と社会保障、国際経済について取り上げる。また、時事問題
に適宜触れることで、現代社会の抱える諸問題の理解を深めていく。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：新版　政治・経済：実教出版
資料集：最新図説政経：浜島書店
参考書：適宜紹介する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式で進める。レポート、小テスト、発表などを成績に反映させる。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：15%，期末試験：20%，その他：その他：レポート、小テスト、発表 15％
［後期］中間試験：15%，期末試験：20%，その他：その他：レポート、小テスト、発表 15％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：政治･経済）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 イントロダクション 現代社会の政治・経済問題への関心を高める。
2 ～ 4 回 民主政治の基本原理 民主主義の基本的概念を考察する。
5 ～ 8 回 日本国憲法と基本的人権 日本国憲法の成立、理念を考察し、人権について理解

する。
1 回は中間試験

9 ～ 11 回 日本の政治機構と政治課題 司法・立法・行政の三権分立を理解する。
12 ～ 13 回 国際政治 国連や国際法について考察する。
14 ～ 15 回 日本の平和主義と国際平和 安全保障や日本の国際平和に対する役割について考察

する。
16 ～ 20 回 経済社会の変容 資本主義経済の成立と発展について考察する。
21 ～ 24 回 現代経済の仕組み 市場、企業、経済成長、金融、財政など経済学の基本

的枠組みを理解する。
1 回は中間試験

25 ～ 27 回 現代の日本の経済と社会保障 日本経済の歴史と現状、また雇用・労働など社会保障
について考察する。

28 ～ 30 回 国際経済 国際貿易と為替について概観する。
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